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ある日レファレンスカウンターに「物価（地価など）がわかる資料はないか」という質問が寄せられました。物の値段（物価）

は時代によってかなり変化があります。当時の暮らしぶりなどが垣間見えてとても興味深いテーマ。今回のパスファインダー

では物価について調べる方法を説明します！ 

データベースの学外利用（VPN）についてはこちらを参照 

「データベース利用案内」<https://www.kanagawa-u.ac.jp/library/search/database/> 

何（What）の、いつ（When）の物価を調べたいか？ 
調査を始める前に自分が知りたいことについて整理しておきましょう。何の物価について調べたいか？それはいつ頃の物価

が必要なのか？それらをはっきりさせてから調査を始めましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『物価の文化史事典』 森永卓郎監修．展望社，2008 より  『値段史年表 明治・大正・昭和』 週刊朝日編．朝日新

聞社，1988 より 

 

物価の変遷が分かる資料をご紹介！ 
ひとくちに物価といっても食品・日用品・運賃など様々です。また時代によって価格は大きく変動しています。そんな物価の

変遷が分かる資料をご紹介します。読み物としてもおもしろいですよ！ 

 

◆『物価の文化史事典：明治/大正/昭和/平成』 森永卓郎監修．展望社，2008 

＜請求記号：横浜 B337.8-107、みなとみらい D337.8-27＞ 

明治から平成まで網羅した比較的新しい事典。明治から平成までの物価が一覧表になっており、見やすい資料。 

 

◆『値段史年表 明治・大正・昭和』 週刊朝日編．朝日新聞社，1988 ＜請求記号：横浜 B337.8-51＞  

物価を調べる上で有名な資料。雑誌「週刊朝日」の連載をまとめたもの。生活に密着しており種類も実に様々。初任給や

米の値段、芥川賞、直木賞の賞金額、馬券、芸者の玉代、質屋の利息など多岐に渡り掲載してあり見ていて飽きない。 
 

◆『日本の物価と風俗 135 年のうつり変わり』 文教政策研究会編．同盟出版サービス，2001 

＜請求記号：横浜 B337.8-94.B＞  

当時の新聞記事を引用している。挿絵もあり、より当時の様子がわかる。巻末に「値段史年表」あり。 

 

◆『値段が語る、僕たちの昭和史』 高橋孝輝著．主婦の友社，2001 ＜請求記号：横浜 B337.8-92、みなとみらい D337.8-15＞ 

身近な日常品を例に挙げて、当時の値段を現在のレートに換算している。雑学系の読み物としてもおもしろい。 

 

◆『物価の世相 100 年』 岩崎爾郎著．読売新聞社，1982 ＜請求記号：横浜 B337.8-48＞ 

表現は少々固めだが、1 年ごとの当時の様子がわかって興味深い。 

物の値段（物価）を調べる 

（例）ビールの値段の移り変わり 

昭和２３年 162 円 20 銭 

↓ 

昭和 55 年 240 円 

↓ 

平成 6 年 330 円 

郵便料金（封書）20 円（昭 47） 

タバコ（マイルドセブン）150 円

（昭 52 発売当初） 

  

電車賃（山手線初乗）130 円（平 19）  

https://www.kanagawa-u.ac.jp/library/search/database/
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物価の調査法や統計資料 
■国立国会図書館のリサーチナビ<https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi>には様々な項目についての調査方法が記載さ

れています。参考にしましょう。一部をご紹介します。 

 

◆過去の貨幣価値の調べ方 
<https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/business/post_102809> 

◆近世以前の物価・貨幣価値を調べる 

<https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/post_101127> 
◆土地・路線価 

<https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/land> 
 

■政府統計の総合窓口「e-Stat」では政府が発行する統計資料を Web 上で見る事ができます。 

キーワードで検索することができて便利です。 

 

◆政府統計の総合窓口「e-Stat」<https://www.e-stat.go.jp/> 

政府統計の「小売物価統計」や「消費者物価指数」などがインターネット上で閲覧できる。 

統計はエクセルファイルになっておりダウンロードも可能。 

◆『統計ガイドブック : 社会・経済』 木下滋ほか編．第 2 版, 大月書店，1998 ＜請求記号：横浜 B330.5-23.B＞ 

どんな種類の統計があるか？この資料を見ればわかる統計資料の集合資料。物価だけでなくいろいろな調査に使えて 

便利！巻末の索引で項目を調べることができる。 

 

その分類の書架を眺めて見る（ブラウジング） 
１ページで紹介した資料の請求記号の欄に注目すると物価の資料については「337.8」という分類番号が付与されているの

が分かると思います。今回紹介した資料の他にも物価に関する資料を探したい場合は「337.8」の書架を何となく眺めてみた

ら良い資料と巡り合えるかもしれません。何となく眺めて見る（＝ブラウジング）のも資料を集める上で重要な方法です。 
 

その他のポイント 

統計資料を見る時のポイント！～出典を見逃すな！～ 

グラフや図表にはどの資料を引用したものかが記載されています。 

それらの資料にもあたる事でより詳しい調査ができます。 

 

指数って？ 

物価を調査していたら指数で出してある統計資料をたくさん見かけると思います。指数とは、物価・賃金・生産高など同種

のものの時間的変動を示す数値。基準となる時点の値を 100 とし、百分比によって表します。指数で一覧表にする事により

比較しやすくなります。（”し‐すう【指数】”, デジタル大辞泉, Japan Knowledge Lib(オンラインデータベース), (参照 2025-2-13)  
Japan Knowledge Lib ジャパンナレッジ Lib（VPN，GakuNin 可) 
<https://www.kanagawa-u.ac.jp/library/search/database/list/details_23909.html>） 
 

その他、調べ物で迷ったらレファレンスカウンターまでご相談ください！！ 

（労働経済白書 平成 22 年版より） 

グラフや図表の 
下の方に注目！ 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/business/post_102809
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/post_101127
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/land
https://www.e-stat.go.jp/
https://www.kanagawa-u.ac.jp/library/search/database/list/details_23909.html

